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研究成果の概要（和文）：　モノを通して、モノと人間とのアクチュアルな関係性を発掘するために、地域の人々を巻
き込んだミュージアムサロンを、３つのテーマ「粗品」「飾り物」「贈答品」をめぐって、６回実施した。
　その結果、とくに主婦に代表される地域の一般の人々のモノに寄せる視線と価値付けの内容から、「豊かさ」や「幸
福感」に関する暮らしの現場の想いや思想を炙り出した。同時に、高度に産業化･情報化を遂げた現代社会が直面する
価値の限界や歪みが示唆された。さらに地理的伝統的条件に根差す地域的類型を炙り出すことができ、現代の先端的課
題としてのグローバルに対するローカルな文化意識の提案にもつながった。

研究成果の概要（英文）：Through Mono, engulfed the people of the region to discover the actual 
relationship between human and Mono，Museum Salon conducted 6 times over the theme of the three 
"soshina", "gifts" "ornaments". As a result, from the contents of the eye on people especially housewives 
who represented regional products and value life about "richness" and "euphoria" of thoughts put out 
roasted thought. Suggested limit value that face modern society at the same time, highly accomplished 
industrialization and informatization and distortion. You can brainstorm rootedness in addition to 
traditional geographical regional typology, as leading-edge issues of modern led to the proposal of local 
cultural awareness for global.
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１．研究開始当初の背景 
（1）生活財（生活するうえで必要なすべ

ての物）に注目した先行研究として、古典
的な今和次郎の考現学、これを発展・拡大
させた商品科学研究所＋CDI による『生活
財生態学－現代家庭のモノとひと』（1980）、
『生活財生態学Ⅱ－モノからみたライフス
タイル・世代差と時代変化』（1983）、『生
活財生態学Ⅲ－「豊かな生活」へのリスト
ラ』（1993）が報告されている。これらの
検討は、モノを通して現代家庭のライフス
タイルとその直面する課題を明らかにする
上で大きな成果を挙げている。さらに、暮
らしを構成する実在の生活財の全容をもっ
て再現された「2002 年ソウルスタイル－李
さん一家の素顔のくらし－」（国立民族学博
物館企画展示、2002.3.21～7.16）があげら
れる。前者・CDI らの取り組みは、モノの
量的把握を目指したもので必然的にモノの
価値や意味について充分に接近しえないと
いう課題を提示している。後者は本研究に
とって興味深いものであるが、フィールド
調査や聞き取りが困難で言語的な制約もあ
って、暮らしの価値的な側面、とりわけ生
活の美学や思想、感性に関して、一般的な
機能の把握を超えた探求に困難が横たわっ
ている。 
 

（2）さらに、国立民族学博物館共同 
研究（代表：横川公子・笹原亮二、2002～
2004）「モノに見る生活文化とその時代－
国立民族学博物館所蔵大村しげコレクショ
ンを通して－」、引き続き実施された、「暮
らしにおけるモノと人との相互的関係に
関する生活文化学的研究―国立民族学博
物館所蔵大村しげコレクションをめぐっ
て―」(代表：横川公子、2004～2006科学
研究費基盤研究(B)による)では、随筆
家・大村しげの著述と残されたモノと住
居及び関係者からの聞き取りを拠り所と
する共同研究を遂行し、モノと人との相
互的関係に注目した暮らしの再現にほぼ
成功している。 

 
（3）本研究は、上記(2)の取組にほぼ匹

敵する大阪市美章園の町家の事例であるが、
著述家・大村しげの言説に当たるテキスト
資料はなく、それゆえに生活財とフィール
ドを対象とすることに加えて、一般の生活
者の言説を収集するという、より多面的で
一般的・総合的な検討が要請されることを
特徴とする。一般の生活者の記憶と体験を
通して生活の価値にせまろうとする実体的
な提案は、意欲的で新たな実験的な研究と
いうことができよう。 
 
２．研究の目的 
本研究では、モノを通して一般の暮らし

の襞と思想の実体を探求し、モノと人間と
のアクチュアルな関係性に立ち入ることで、

モノの背後にある生活文化と歴史を明らか
にすることを目的とする。大阪市美章園の
町家に遺された戦前から現在までの中田家
コレクションは、元の所有者が日々の暮ら
しの中で蓄積した生活財のほぼ全容を以て
構成される。コレクションには、モノのみ
でなく家計簿・贈答メモなどの多くの言説
のみならず旧住居も残されており、関係者
へのインタビュー及び同時代の一般人の参
画の仕組みを作ることで、現代の普通の暮
らしが投げかけている実体的な思想を明ら
かにすることを目指す。 

予想される結果と意義は、生活財の量的
把握を超えうる独自の視座と方法論の確立
が予想されること、個人の生活の実体的な
価値の形成とそのあり方が明確にされ、現
代生活の新しい意義付けを提言することが
見込まれること。また前段の国立民族学博
物館における調査研究と相互補完的な成果
になることが予想される。 
 
３．研究の方法 
（１）大阪市美章園の町家に遺された戦前
から現在までの中田家コレクションには、
前述のようにモノのみでなく家計簿・贈答
メモなどの多くの言説のみならず、旧住居
も残されており、関係者へのインタビュー
の実施も今のところ可能であり、包み紙や
取扱説明書等の情報、旧所有者のメモ書き
などを網羅して、モノの同定による全生活
財の構造を分析すると同時に、これらを言
説化・可視化してモノと人との関係性に迫
る。 
 
（2）本研究の目的は、上述のように、モノ
を通して一般の暮らしの襞と思想の実態を
探求し、モノと人間のアクチュアルな関係
性に立ち入ることで、モノの背後にある生
活文化と歴史を明らかにすることにある。
そのため、研究者のみでなく普通の暮らし
の担い手である一般人の参画の仕組みとし
てミュージアムサロンを立ち上げることで、
生活の実態に即した関連情報構築のための
基本的な体制を整える。そのことによって
モノをめぐる記憶と経験を発掘し、現代生
活が孕む価値意識と範疇・限界を探り、展
望する。 
 
４．研究成果 
（１）本研究で対象とした中田家コレクシ
ョンの全品目リスト(17,225件)をほぼ完成
させ、内容構成の見通しを得た。その結果、
特徴的な中田家コレクションとして、いわ
ゆる生活の基本的構成財としての衣・食・
住に関する生活財以外に、多くの贈答品・
粗品類の蓄積が明らかになった。これらが、
主に昭和時代の暮らしの在り方を示唆する
ものとして、モノに付着する商品情報や包
装紙等から読み取りが可能な情報化を推進
した。 



 
（２）ミュージアムサロンには、地域の一
般人10人前後の参画と学生を中心とする若
年層の参加を得、粗品・贈答品・家の中の
飾りものをテーマとして、各2回ずつ計6回
にわたり、記憶や体験を発掘しつつ、生活
文化的な位置づけをめぐる語りを記録した。
3年間に実施した1回あたり約2時間に及ぶ
サロンのテープ起こしと、それらについて
の打ち合わせ研究会の討論により、情報の
確認と研究推進の方法を構築した。 
 
（３）中田家コレクションの分析と収束に
よるミニ展示をサロンの開催ごとに実施し
た。その結果、収蔵展示によるアート空間
の可能性など、有用なヒントを得た。今後
の課題として、そのような展示実現に向け
てのモノ情報の整理（コレクションに含ま
れるテキスト情報を含めて）と、その可視
化のための蓄積が必要であり、さらに共同

的な研究体制の構築と継続が要請されよう。 
 
（４）ミュージアムサロンでの語りの収集
と、それらをめぐる研究会での討論によっ
て、モノをめぐる生活の現場における思想
や希望が抽出されつつある。その一部を中
間的に小冊子にまとめた。 
 それによって、インタビューイである地
域の中高年の主婦による、粗品・贈答・家
の中の飾りに関する思想と暮らしの文化
（価値観）の再現を実現した。それ自体些
事である粗品をめぐっては、新しい時代の
素材・プラスチックの日用品への応用や新
規なデザインの提案がなされており、粗品
がそうした新規さを暮らしに取り入れるき
っかけになったことが表出された。中でも
プラスチック製の計量カップのような便利
そうな台所用品が見られ、新規の器具が暮
らしに活用される試行錯誤のための格好の
契機になったこと。さらに、その外観から
はガラス器風な風合いや欧米型の貴族趣味
的な表情が汲み取れること。また、そうい
うモノを使う暮らし方が提案されていると
もいえ、製作者の視線も含め、1970～1980
年代の大衆的なあこがれが炙り出されてい
る。また一見便利そうな器具の案出という
発想が見え隠れする点も含め、粗品という
細やかなモノであるからこそ横溢する、暮
らしと時代の希望や表情が炙り出された。

さらに中田コレクションにはデパートの包
装紙に包まれたまま遺されたモノが、粗品
のみならず贈答品も大量に残されており、
それらから読み取れる情報によって外出の
場所が想定され、旧所有者の生活圏と行動
パターンも見えてきた。また消費生活をか
きたてるための流通上の仕掛けとして粗品
が広く普及していたことも、社会・経済的
な機能として分析すべき課題として浮上し
た。 
家の中の飾りをめぐっては、伝統的な季

節感の受容や年中行事の演出に加えて、日
常の中で行われている多様な手作り作品の
展示が大きな位置を占めていることが分か
った。またそれらの飾りが地域や家族・親
友などのコミュニケーションツールとして
寄与していることも注目でき、その配置場
所によって、来客に見せる外向きの飾りと、
家族や自分のための内向きの飾りが意識さ
れていることが示唆された。 
贈答品については、社会的な交際、家族

や親族・友人間の交流を反映する重要な仕
掛けとなっているが、ポトラッチ的強制と
は異なる多様なコミュニケーションのあり
方が示唆された。さらに贈答品の内容には、
百貨店を介した伝統的な贈答品にとどまら
ず、酒どころという地域に根ざした日本酒
や釘煮といわれる早春の瀬戸内固有の佃煮
の贈答品化のような、地域文化としての類
型性も浮かび上がり、現代生活における贈
答文化の検討を進める上で、有益な示唆が
得られた。 
 

（５） ミュージアムサロン参加者へのアン
ケートから見えてきたサロンの特徴は、①
大学に入れる、学生とのおしゃべりは楽し
い、②自分のことを話せるのがいい、③生
活文化によりそうテーマの 3点にまとめら
れる。①は、大学が会場である魅力に加え
て「若い人と話せることで変わることがあ
る」等、学生スタッフとの交流が楽しさの
要素となっている。②では、調査への参加
ということへの戸惑いや「話しを聞く側だ
と思って参加したが自分のことを話せて意
外だった」という声があった。「自分のこと
を話せるのが楽しい」と多くの参加者がコ
メントしており、調査における語りが楽し
さとなっている。③「なつかしことを思い
出す」「生活に目を向ける気持ちが芽生え
た」など、語りを通して、自らを振り返り
生活を見つめ直す機会となっている。 
 アンケートの全体をみていくと、場所と
は大学であり、中身とはコレクションを起
点にした生活に密着したテーマと自分のこ
とを話せる機会で、雰囲気とは世代間交流
のあるゆるやかなコミュニケーションと捉
えられる。 
 
（６） 一人の女性が遺した生活財を媒介
として、普通の暮らしを語りで再現しよう



とする試みは、コレクションの質的データ
を充実させると同時に、大学と隣接する一
地域の生活文化を記録することになった。
主婦の語りからみえてきた暮らしの営みが、
大学が蓄積してきた研究や学問と重なるこ
とは意義深い。 
 生活者からデータを得ることによって生
活文化や現代史を再構成していく実験は、
サロンを重ねるごとに実態性を帯びてきた。
しかも、研究者の視点のみならず、参加者
にも生活研究への理解が共有され興味関心
をよびおこしてきている。世代をつなぎ、
学問と暮らしをつなぐ、この試みがもたら
す学術的成果と地域貢献への期待は大きい。 
 
参考資料：横川公子編 2014『武庫川女子大
学ミュージアムサロンの春秋 中田コレク
ション公開調査記録』武庫川女子大学附属
総合ミュージアム設置準備室発行 
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